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＜連絡事項＞
・1/15（火）より病院内、面会・外出制限となります。買い物も院内売店へ調整していきます。
　
・看護グループ内研修を実施します。
1月17日(木）17:15～17:45　　場所：南病棟　介護訓練室
 　テーマ：「救急対応」　 　講師：藤田Ns
　当日の出欠予定の記入を各自でお願い致します。

・医療機器研修を実施します。
1月28日（月）、29日（火）17:30～　　場所：メンタルケア病棟3階　会議室
 　テーマ：「ＡＥＤ取り扱い方法について」　 　講師：天間Ns・馬渡
　当日の出欠予定の記入を各自でお願いします。

・源泉調徴収票をスタッフファイルに入れましたので開封済みの封筒は未決ボックスへ返却お願いします。

＜患者様連絡事項＞
・犹守　佑太様～本日10:00より1/16(水)14:00まで外泊されています。

・中川原　義雄様～シンラック液　1本処方となっています。


＜週間予定＞
・1/15(火)　原　吉郎様～採血（末血１） 
　　　　　　齊藤　光枝様～サンメディカル様来院予定
　
・1/16(水） 瀧澤　杏奈様～16:00面談その後、外泊予定
寝具交換（毛布カバー、シーツ、枕カバー）
　　　　　
・1/17(木） 心電図検査
看護グループ内研修　17：15～17：45　場所:2階　会議室
　　　　　　
・1/18（金）犹守　佑太様～15:00面談予定

＜要注目患者様＞
・成田　富士子様～表情や口調は穏やかで、頓服の希望や処置に対する拒否はなく、インスリン注射のスタッフへの声掛けも忘れずに実施できています。午後からスタッフへ、他患者様への訴え聞かれましたが、まとめきれずスタッフへ話しかけてはホールへ戻り何度か来詰めされています。切迫感や不機嫌さは見られずトラブルもありません。引き続き、本人の訴えを傾聴し統一した対応をしていきましょう。

・泉川　ケイ子様～午前中からスタッフへ外出や退院はいつできるのかなど確認に来られています。当分はスタッフ付き添いになる事や退院は決定していない事を説明しています。北病棟に来た意味がないなど話されていますが笑顔見られています。午前中、病棟ホール内での体操は参加しており、その後、自室で英単語を書いたものや塗り絵を眺めて過ごされています。床屋へ行き、帰棟後、外を見ていたり落ち着かなさ見られていますが、不満の訴えはなく、切迫した様子もありません。離院の可能性があるため、引き続き、観察していきましょう。また今後のことについて、兄様来院時、本人様との関りについてや小遣いの再確認、保護者変更の手続きについての話し合いをしていきましょう。

・大上　なみ様～レストラン移動時、頭痛の訴えあり。昨日から痛みがあったとの事で朝
食は拒食、昼はホールにて配膳し1/2摂取されています。自室でも臥床
され作業は不参加となっています。バイタルサインの異常はなし。感冒
症状もないですが、引き続き、本人様の訴えを傾聴し、バイタルサイン
測定の実施をしていきましょう。
＜窪田Drケース＞
・井上　和美様～深夜帯に頓服薬使用しても殆ど休めていなかった事があり、診察時も本人からもその事を話していましたが、特に不機嫌さはなく、頓服薬を使用しスーッとしたと話していました。

＜インスリン施行マニュアル＞
手順を統一しましたので周知お願いします。掲示しておきますので各自確認お願いします。
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	①投薬担当スタッフが、膿盆にインスリン（点眼薬も）用意する。

	②実施も投薬担当スタッフで行なう。
→受診オーダー処理、フローシートへの記入、実施後はリーダーへ口頭で報告する。

	③最終責任、チェックはリーダーが行う。

	準夜

	夕食後のインスリンは、準夜のNsが①～③まで実施。ダブルチェックとして、介護スタッフへ実施済みを口頭で伝える。



＜患者様用＞　　　インスリン施行マニュアル	
	患者様
	理由・目的

	①実施する事をNsへ伝える。
	①血糖コントロール管理の意識づけ

	②自室で実施。
	②プライバシー保護とマンツーマンでの対応により本人との関わりをもつメリットがある。治療環境の観察も行う為。

	③チェックファイルへの記入、Nsのサイン
	③患者様の血糖コントロールの意識づけ。
Ns　実施漏れの予防



